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inducing protein (Tipα)と命名した。ピロリ菌から分泌されるTipα は、ピロリ菌特有のタン
パク質で、細胞表面のヌクレオリンに結合して胃粘膜上皮細胞に取り込まれる。ヌクレオリンは
元来核小体に多量に存在するタンパク質であるが、発がんの過程で細胞膜に移動したヌクレオリ
ンとTipα が結合して、核内でNF-κB を活性化、さらに、TNF-α を発現し、胃発がんが促進さ
















向上することに成功し、さらにこの結晶から H1N1 型で初めて PB２ミドルドメインと Cap結合の
構造を解析し、Cap結合構造に関して以前報告されたH3N2型のものと異なることを見いだした。  
 
（３）Clostridium perfringens イオタ毒素によるアルギニン特異的ADPリボシル化機構 
Ia はウェルシュ菌が分泌するモノ ADP リボシル化毒素であり、アクチンの Arg177 を特異的に 
ADP リボシル化する。 ADP リボシル化の反応機構を知るには、毒素と基質タンパク質複合体の構
造の解明が重要であり、2008年 Iaとアクチンでの複合体構造が唯一、津下等により明らかにさ




することで NAD+結合型 Ia-アクチンと Ia-ADP リボシル化アクチンの複合体結晶を作り分ける
ことに成功し、高分解能の構造を明らかにした。 ADP リボシル化反応の前後の構造から、 ADP
リボシル化の反応機構として ”strain-alleviation（緊張と緩和）モデル ”を提唱した。オキ

















の博士論文で提唱した内容は米国科学アカデミー紀要PNAS (2013 Feb 4)に採択された。また,
米国科学アカデミー紀要で同論文に関連のCommentary として紹介され, 毒素によるアクチン




がる事であり、画期的な発見である」   
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３．総合判断 
主査、副査の博士論文本調査委員による論文審査において、英語で提出された博士論文内容は
論理的で良くまとめられており、十分に優秀な内容を持つことから、本調査委員全員一致で、博
士論文に十分に値すると判定した。 
